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※ 予定事項等が含まれていることや２月２２日時点の内容である

ことから、今後の状況により、内容が変更する場合があります。 
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【はじめに】 

本日、ここに、平成２９年第１回四街道市議会定例会を招集いたしましたと

ころ、議員各位にはご参集をいただき、誠にありがとうございます。 

平成２９年第１回定例会の開会に当たり、市政運営の方針と主要な施策につ

いて述べさせていただくとともに、提案いたしました平成２９年度予算案につ

いて、その概要を申し上げます。 

 

本年は、私が市長に就任させていただいてから２期目の４年目を迎えており

ますが、市政の舵取り役という重責を日々痛感しながら、多くの皆様のご支援、

ご協力の下、市民生活を第一に考え「子育て日本一のまち」、「シニア・シルバー

世代が元気なまち」を基本姿勢に、子どもから高齢者まで誰もが安心して快適

に住み続けられるまちの実現に邁進してまいりました。 

今、日本の総人口は少子高齢化の影響による本格的な人口減少社会を迎えて

います。２７年国勢調査では、日本の総人口は前回調査に比べて９６万３千人

が減少し、調査開始以来初の人口減少となりました。 

四街道市の人口は、これまで一貫して人口増加基調が続いており、この国勢

調査においても２，５１９人の増加となるなど、人口増加を維持しています。 

しかし、この四街道市でも将来的には人口減少が見込まれますことから、 

２期目の初年度に当たる２６年度には、早期の対応を図るため、多くの皆様に

ご協力をいただき、少子化・高齢化により将来的に見込まれる人口減少や人口

構成の不均衡に対応することを主目的として、「人 みどり 子育て 選ばれる

安心快適都市 四街道」を将来都市像に掲げ、新たな総合計画をスタートさせ

たところです。 

本年は、この総合計画も４年目を迎え、前期基本計画の総仕上げの段階に入

りますことから、各計画事業の着実な推進に取り組むとともに、３１年度を開

始年度とする後期基本計画の策定にも着手してまいります。 

今後も、「ふるさと四街道」を次世代の子どもたちに引き継げるよう、山積す

る課題に適切に対応するとともに、将来の四街道市を見据えた長期的な視野で

取り組んでまいります。 

議員各位におかれましては、一層のご理解、ご協力を賜りますよう、よろし

くお願いいたします。 

 

 

それでは、本市における重要な項目について申し上げます。 
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【重要項目】 

ごみ処理施設については、昨年、吉岡区と次期ごみ処理施設建設等に関する

連絡協議会を設置し、施設建設事業及び地域振興事業等について協議を進めて

まいりました。この結果、１月１５日に開催された吉岡区定期総会におきまし

て、連絡協議会で取りまとめた次期ごみ処理施設の「公害防止協定書（案）」が

承認され、次期ごみ処理施設の建設に向け、大きく前進することができました。

今後は、用地造成基本設計や生活環境影響調査等を行うとともに、引き続き吉

岡区内における地域振興事業等を実施してまいります。また、「廃棄物処理施設

の機種選定」については、２月９日にごみ処理対策委員会より答申をいただき、

現在パブリックコメントを実施しているところです。 

こどもルームについては、増設を進めてまいりました南小学校及び四和小学

校のこどもルームが４月１日に開所します。今後も、こどもルームの需要が増

大していることから、和良比小学校の増設を進めるとともに、大日小学校の増

設に係る基本設計を実施します。 

ひとり親家庭の支援については、経済面等で厳しい環境にあるひとり親家庭

の中学生を対象に高校進学を見据えた学習支援の実施に向け、取り組んでまい

ります。 

社会保障・税番号制度については、７月から他の行政機関などと情報提供ネッ

トワークシステムを介して、税情報などの照会及び提供が可能な情報連携が開

始することから、市民の利便性向上を図るため、制度の適正かつ円滑な運用に

努めてまいります。 

排水対策の推進については、四街道西中学校周辺の道路冠水を軽減するため、

「四街道駅周辺地区都市再生整備計画」による交付金を活用し、四街道西中学

校グランドに設置する雨水地下貯留施設の整備工事を引き続き進めます。 

地方創生の取組については、観光まちづくりとして、これまで進めてきてい

る鹿放ケ丘地区等の地域資源を活用した旅行商品や加工品の開発、販路開拓等

を行う「観光支援事業」を進めてまいります。また、印旛地域６市２町の協力

を得て、本市を含めた印旛地域の魅力を発信する「いんばの玄関口“四街道”

交流移住コンシェルジュ事業」を推進するとともに、「観光支援事業」と連携さ

せることで、相乗効果を上げながら交流人口の増加を目指してまいります。 

シティセールスについては、市の認知度向上を目指し、ＰＲパンフレット・

動画を制作するとともに、市内周遊イベントを開催するなど、市の魅力発信を

総合的に進めてまいります。 
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次に、主要な施策について、総合計画の基本目標に沿って申し上げます。 

 

【分野別の主要施策】 

基本目標１「だれもが健康でいきいき暮らせるまち」 

の分野でございますが、子ども家庭支援については、保育所入所待機児童への

対策として、２８年度に整備を進めてまいりました民間による定員６０人の認

可保育園３園が４月１日に開園を予定しています。これにより市内保育所等認

可施設の定員は、１,１９２人となります。また、市民により分かりやすい組織

体制とするため、４月から健康こども部において、家庭支援課及びこども保育

課の業務を再編し、課の名称を子育て支援課及び保育課に改めます。 

 高齢者支援については、４月から介護予防訪問介護サービス、介護予防通所

介護サービスが「介護予防・日常生活支援総合事業」として、地域支援事業に

移行します。今後は生活支援コーディネーターが中心となり、介護予防・生活

支援サービスの充実に取り組んでまいります。また、「第７期四街道市高齢者保

健福祉計画及び介護保険事業計画」の策定に向け、諸準備を進めてまいります。 

 障害者支援については、「第４次四街道市障害者基本計画」の基本理念である

「障害のある人もない人も、ともに自分らしく輝いて生きることができるまち

四街道」の実現に向け、計画に位置づけられた諸施策の推進に取り組みます。

また、「第５期四街道市障害福祉計画」及び児童福祉法に新たに定められた「障

害児福祉計画」の策定を進めてまいります。 

 健康づくりについては、「第２次健康よつかいどう２１プラン」の策定に向け、

２８年度に実施した市民意識調査や関係団体等との意見交換会での市民意見等

を踏まえ、計画の策定を進めてまいります。また、検診事業では、胃がん検診

に内視鏡検診を新たに導入するほか、肺がん検診についてもこれまでの集団検

診に加え、市内契約医療機関での個別検診も可能としました。それに伴い、検

診の自己負担金の見直しを行うとともに、児童扶養手当受給者などのひとり親

を対象に検診を無料とするなど、受診しやすい体制づくりを進めてまいります。 

 社会保障については、３０年度から都道府県が保険財政の運営主体となる「国

民健康保険の広域化」の円滑な実施に向け、諸準備を進めてまいります。 

 

基本目標２「安全・安心を実現するまち」 

の分野でございますが、防災・減災については、引き続き避難所における防災

資器材の整備を進めるほか、地域における防災活動の支援に努めてまいります。 

地域防災力の向上では、北中学区に建設を計画している防災センターの建設

予定地に関する調査を行います。 
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消防・救急については、増加基調にある救急需要に対応するため、救急車の

適正利用について啓発するとともに、医療機関と連携を図り、円滑な救急搬送

に努めてまいります。また、住宅火災による死傷者の低減を図るため、住宅用

火災警報器の普及促進に向けた啓発活動を継続してまいります。 

消防団については、災害現場における対応能力の向上に向け、実践的な各種

訓練を実施し、消防団の充実・強化に努めます。 

消費者保護については、多様化・複雑化する消費者トラブルや多重債務など

の消費者被害を未然に防止するため、引き続き消費者への啓発に向けた消費生

活講座を開催します。 

 

基本目標４「みどりと都市が調和したうるおいのあるまち」 

の分野でございますが、環境保全については、公害防止対策の推進として、大

気汚染や水質汚濁、騒音、振動等の調査測定を継続して実施します。また、大

日地区で地下水水質に係る環境基準を超過する井戸が確認されていることから、

引き続き調査を実施します。 

循環型社会については、環境への負荷の低減と再生可能エネルギーの普及促

進を図るため、住宅用省エネルギー設備等の設置について、継続して支援して

まいります。 

住環境については、空き家の適正管理や有効活用方策など、空き家対策の推

進に向けた計画の策定に取り組みます。 

生活基盤については、大日緑ケ丘３４号線ほか２路線の道路排水施設や東部

排水路ほか１路線の排水路を整備するなど、市内の排水対策を推進してまいり

ます。また、四街道雨水幹線の溢水解消に向け、調整池及びバイパス管の整備

に係る基本設計を実施します。 

水道事業では、安定した水の供給を確保するため、第２浄水場の計装設備や

ろ過設備の更新を行うとともに、引き続き老朽管の入替えなどの配水改善工事

を進めます。また、水道事業及び下水道事業を取り巻く社会状況等の変化に的

確に対応し、長期的視点を踏まえた両事業の安定的かつ持続可能な運営を図る

ため、「（仮称）四街道市上下水道事業ビジョン」の策定に着手します。 

 

基本目標５「にぎわいと活力にあふれるまち」 

の分野でございますが、道路・交通については、都市計画道路３・３・１号山

梨臼井線と３・４・７号南波佐間内黒田線の整備事業及び大日五差路の交差点

改良事業など、道路網の整備を進めます。 

また、大日鹿放ケ丘２号線ほか２路線の舗装修繕工事及び栗山４２号線の道

路改良工事を実施し、安全・安心な交通環境の整備を進めます。 



 - 5 - 

市街地形成については、市内各土地区画整理事業の適正な事業運営を促し、

良好な居住環境を有する新たな市街地の形成を進めます。 

都市核等の計画的形成では、「四街道駅北口広場再整備事業」に係る市民の皆

様や議会のご意見を踏まえ、総合的に検討した結果、工事を凍結することとし

ました。 

産業については、中心市街地と商業の活性化を促進するため、引き続き空き

店舗の活用に対する取組を進めるほか、商工会と連携を図りながら、市内にお

ける創業者を支援してまいります。 

農林業では、引き続き認定農業者を支援するとともに、認定農業者制度の積

極的な活用を推進してまいります。併せて認定農業者を講師に迎え、子育て世

代を対象に、農業者との積極的な交流と都市近郊農業及び地産地消の推進を目

的とした「市民親子農業収穫体験講座」を実施してまいります。また、引き続

き水路・農道等の管理を地域で支える活動など、農業環境向上への取組を支援

してまいります。 

 

基本目標６「ともに創る将来に向けて持続可能なまち」 

の分野でございますが、みんなで地域づくりについては、「みんなで地域づくり

センター」のコーディネート等により、地域づくりを担う主体相互や行政との

連携・協力を継続的に促進し、市民活動の輪を更に広げてまいります。また、「み

んなで地域づくり事業提案制度（コラボ四街道）」の活用により「みんなが主役

のまちづくり」を促進するとともに、「ドラマチック四街道プロジェクト」を引

き続き推進し、市民の手による市の新たな魅力を創出してまいります。 

 また、若者のまちづくりへの参加を促進し、中学生の市政への関心と理解を

深めるとともに、議会運営の仕組みを体験的に学んでもらうため、中学生模擬

議会を開催します。 

 行財政運営については、情報セキュリティ対策の強化を図るため、県と県内

市町村が協力して構築する「千葉県自治体情報セキュリティクラウド」に接続

するための諸準備を進めてまいります。 

健全な財政運営の推進では、より一層の行政運営の効率化、財政の健全化を

図るため、新たな行財政改革推進計画の策定に着手します。 

 また、下水道事業の地方公営企業法適用に伴い、４月から水道事業センター

と併せた組織として上下水道部を設置し、経営業務課、水道課、下水道課の３

課体制により、効率的な事業運営と市民サービスの向上に努めてまいります。 

ファシリティマネジメントの推進では、公共施設等の適正な供給量や配置に

よる効果的かつ効率的な管理の実現に向け、「四街道市公共施設等総合管理計画」

に基づき、公共資産を最大限に活用した集約や統合等について具体的に検討す
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るための諸準備を進めてまいります。 

 

 

以上、分野ごとの主要な施策について申し上げました。 

 

なお、教育行政に係る方針については、基本目標３「豊かな心を育み学ぶ喜

びを実感できるまち」と定めています。 

各施策については、教育長から述べさせていただきます。 

 

 

次に、平成２９年度予算案の概要について申し上げます。 

 

【平成２９年度予算】 

国の「経済財政運営と改革の基本方針２０１６」によれば、平成２９年度は

「経済・財政再生計画」の２年目に当たり、基礎的財政収支黒字化のため、国・

地方を通じた歳出改革を加速するとしています。 

本市財政は、平成２８年度において、普通交付税と臨時財政対策債を合わせ

前年度比約４億円の減となるのに対し、高齢化の進展などによる扶助費や繰出

金の増加傾向も継続し、非常に厳しい収支決算が想定されます。さらに、平成

２９年度も、国の地方財政対策を踏まえると、一般財源総額の大幅増は期待で

きない状況にあることなどから、厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況を踏まえ、平成２９年度当初予算は、「人 みどり 子育て 選

ばれる安心快適都市 四街道」の実現を目指し、経営改革会議を通じて経常経

費の総点検を行い、徹底した収支改善に取り組みながら、市民の安全・安心に

関わる事項など喫緊の行政課題に対しても適切に対応していく方針の下、編成

しました。 

これらの結果、一般会計予算の総額は、前年度に比べ４億５，０００万円、

１．８％減少し、２４８億６，０００万円となりました。 

歳入では、市税は、新築家屋などによる固定資産税の増加などから、前年度

比１．６％増の１０９億７，８００万円となった一方、地方交付税は、国の平

成２９年度地方財政対策を踏まえ、前年度比０．２％減の２１億 

５，０００万円にとどまりましたが、大型事業の完了や平成２８年度補正予算

での前倒し実施などから、国庫支出金や市債が大幅減となり、各種収支改善の

取組の結果、財政調整基金繰入金も１３．４％減の１０億５，３８５万７千円

となりました。 
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歳出では、子育て支援の充実や社会保障関係経費の増加により、民生費が 

５年連続で増加し、前年度比４．３％増の１０８億９，５４５万５千円、臨時

財政対策債の元金償還金の増などにより、公債費が前年度比２．１％増の 

２３億３，４６３万９千円となったものの、大型事業の完了などにより、土木

費が前年度比３０．５％減の１９億２，０２６万６千円となりました。 

特別会計の予算規模は、公共下水道事業特別会計が地方公営企業法の適用に

伴い企業会計へ移行し廃止となるため、４会計の合計で１７２億５５０万円と

なり、前年度に比べ１８億３，０４８万円、９．６％の減少となりました。 

 

 

以上、平成２９年度の施政方針を申し上げました。 

 

本方針の下、市民の皆様にとってより良い四街道市となるよう、諸施策の推

進に全力で取り組んでまいります。 

議員各位におかれましては、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 

 

 

平成２９年２月２７日 

 

四街道市長 佐 渡   斉 
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【豊かな心を育み学ぶ喜びを実感できるまち】 

平成２９年度における教育行政方針を申し上げます。 

本市教育委員会では、２５年３月に策定した「四街道市教育振興基本計画」

に掲げる「明日を切り拓く、心豊かでたくましい人づくり」を基本理念に、各

施策を実施しています。 

昨年１１月、国の第３期教育振興基本計画及び四街道市総合計画との整合を

図るため、５年間としていた前期計画の期間を１年間延長したことから、３１

年度を初年度とする後期計画の策定に向け、諸準備に着手するとともに、引き

続き「四街道市の教育が目指す姿」の実現に向け、各施策に全力で取り組んで

まいります。 

小中一貫教育については、３０年度の完全実施に向けて「四街道市小中一貫

教育基本方針」を策定しました。義務教育９年間を一体的に捉え、子どもたち

が安心して学校生活を送れるよう、各中学校区の特色を生かした小中一貫教育

の充実に努めてまいります。 

いじめ防止対策については、「四街道市いじめ防止基本方針」に基づき、子ど

もたちの健全育成及びいじめのない子ども社会の実現を目指し、学校や関係機

関等と連携した取組を進めてまいります。また、昨年４月に開設した「教育サ

ポート室」を中心に、不登校、ＳＮＳによるトラブル、いじめ等に関する相談、

支援を行ってまいります。 

子ども読書活動の推進については、「第三次子ども読書活動推進計画」に基づ

き、引き続き「読書で拓く 子どもの未来」をスローガンに、家庭・地域・学

校が連携しながら、読書活動の更なる充実に努めてまいります。 

 

 

続きまして、主要な施策についてその概要を申し上げます。 

 

子ども教育については、義務教育の充実を図るため、確かな学力、豊かな心、

健やかな体の調和のとれた「生きる力」を育む教育の推進に取り組みます。ま

た、「命の教育」の推進、道徳教育の充実や地域学習、キャリア教育等における

体験活動の充実により、児童生徒の思いやる心、強い心、自尊感情の育成を図っ

てまいります。 

教育活動・内容の充実では、教職員研修会において次期学習指導要領を見据

えた内容を取り入れ、教職員の授業力向上及び資質向上を図ります。 

教育環境の整備では、千代田中学校の大規模改造事業の実施に向け、準備を

進めるほか、引き続き学校トイレの洋式化を推進してまいります。 
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また、校務支援システムの全面運用により、教職員が児童生徒に向き合う時

間が増えるよう、校務の更なる効率化を図ってまいります。 

特別支援教育の充実では、特別支援教育支援員の派遣や関係機関との連携を

図り、今後も個々のニーズに応じた支援の充実に努めてまいります。 

青少年健全育成の推進では、青少年育成センターの青少年育成指導教員やス

クールソーシャルワーカーと「教育サポート室」とが連携し、より充実した相

談活動を推進してまいります。 

生涯学習については、市民大学講座において、一般課程と大学との連携によっ

て行われる専門課程を開講するほか、公民館主催講座については、市民の多様

なニーズに対応した学習の場を提供してまいります。 

また、図書館の運営については、「四街道市立図書館の運営方針」に基づき、

生涯学習に必要な資料等の充実を図るとともに、資料展示や主催事業を通して

読書意欲を喚起し、市民に役立つ図書館として、より一層サービスの充実に努

めてまいります。 

文化・スポーツについては、市民の芸術文化活動の発表や鑑賞の場、そして

芸術や文化に親しむ機会として、市民文化祭を開催し、市民相互の交流と文化

活動の振興を図るとともに、郷土の歴史を後世に継承していくため策定した「四

街道市史編さん基本方針」に基づき、市史編さん事業の推進を図ります。 

また、毎年、多くの参加をいただく、ガス灯ロードレース大会も今年で２０

回大会を迎え、引き続き障害のある人もない人も一緒に楽しめる大会として開

催するほか、各種スポーツ大会・スポーツ教室の開催や市内小中学校の体育施

設を開放するなど、スポーツ、レクリエーション活動を推進してまいります。 

 

 

以上、平成２９年度の教育委員会所管に係る主要な事項について申し上げま

したが、これら教育行政全般にわたり、引き続き市民の皆様並びに議員各位の

ご理解とご協力を賜りながら、教育行政の推進に全力で取り組んでまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

 




